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学務委員会委員長
生命化学科教授

　大学院は、学部での学びを基礎に
さらに専門性を高める教育・研究機関
です。現在の大学教育は、十分な基
礎力と専門性を持ち合わせたジェネラ
リストの養成に主眼がおかれていま
す。学部で身につけた知識と学術の
理論を応用し、現代社会が抱える問
題をさまざまな角度からより深く考究
して解決するために、大学院の教育が
必要になります。
　大工さんの仕事に例えると、「ど
ういう時にどの道具を使えばいいの
か」を一つひとつ覚え、それぞれの
適切な使い方を身につけるのが大
学。その道具を駆使して、自分の作
品を作り上げていくのが大学院で
す。知識・経験を含め、さらに人間

的にも大きく成長できる場といえま
しょう。
　大学院には博士前期課程（2年、
修士の学位）と博士後期課程（3年、
但し獣医学研究科は博士課程のみで
全課程4年、博士の学位）があります。
博士前期課程は、学部4年間で身に
つけたことを伸ばす時間。理系大学
では、大学入学当初から6年間で完
成するプログラムを用意していると
ころもありますし、企業も大学院修
了者を即戦力と見ています。特に研
究・開発職などの場合、身につけた
知識と技術に加えて経験値の高さな
どがさまざまな局面で評価され、結
果として博士前期課程修了者の採用
が多いようです。将来への選択肢が
広がるのも大学院の魅力です。
　一方、博士後期課程は、自立した
研究者の育成が中心。研究の立案、
研究費獲得のための申請書の書き
方、国内外での学会発表など、より
実践的に自分の研究と向き合いま
す。修了後は、例えば本学や他大学
で教育・研究職に携わるといった道

があります。
　生物資源科学研究科には、生物資
源生産科学専攻・生物資源利用科学
専攻・応用生命科学専攻・生物環境
科学専攻・生物資源経済学専攻の5
専攻があり、獣医学科を除く11学
科で学んだ学生は、どの専攻にも進
学可能です。各専攻で専門性を深め
ていくとともに、専攻横断型のオム
ニバス形式による特別講義と演習を
導入しており、学問の境界にとらわ
れない幅広い学びができます。獣医
学研究科は博士課程のみの4年制の
課程で、獣医比較形態学分野・獣医
比較機能学分野・獣医感染制御学分
野・獣医疾病予防学分野・獣医病態
制御学分野・獣医病態情報学分野の
6分野で構成。各分野の研究グルー
プがそれぞれ連携しながら教育・研
究指導に当たっています。
　本学の学部生がそのまま大学院に
進む場合、同じ環境で教育・研究を
続けられる最大のメリットがありま
す。学部で身につけたことを基礎に、
それをさらに効率よく発展させて研

究に携われます。また大学院生とし
ての自覚や責任を実感しながら教員
や学部学生と協力して研究を進める
ことで、より大きく成長できるはず
です。
　加えて本学の大学院の特徴とし
て、実験設備などの研究環境が整っ
ていること、そして研究活動実績の
高さを挙げておきましょう。本学の
大学院生は、学会への積極的な参加
や発表、また産学連携プロジェクト
など社会と連携しながら研究を進め
ており、学生による学会での受賞も

多く群を抜いています。これは本学
の優れた特性を反映していると思い
ます。学費も、奨学金やTA（ティ
ーチング・アシスタント）制度を利
用すれば国立大学と同じくらいです
（下表参照）。
　大学院への進学を考えるなら、語
学を含め基礎力をしっかりと身につ
けておく必要があります。特に調査・
研究の方法、実験を安全に行うため
の手順やプレゼンテーション能力の
修得など、学部生のうちに意識して
おいてください。

　そして一番大切なのは、「自分が
なぜ大学院に進むのか」を自問自答
すること。大学院修了後や10年後
の自分がどんな活躍をしているのか
イメージし、明確なビジョンを描い
た上で進学してほしいと思います。
大学院には、無限の可能性が広がっ
ています。この環境を活かし、自分
の研究としっかり向き合ってくださ
い。みなさんの大学院生としての学
修の成果や日本大学発の研究成果が
社会に還元されることを期待してい
ます。大学院の魅力特集

知的探究に挑む本学部の大学院は、生物資源科学研究科および獣医学研究科
からなり、従来の学問の枠にとらわれない教育・研究活動を推進しています。
学務担当の関教授に、大学院の特徴を紹介していただきました。

大学院進学をサポート
経済的負担を軽減し、学びに集中できる制度が充実

■奨学金
生物資源科学部では、人物・学業ともに優秀な学生や経済的
な理由により修業が困難な学生に対して、さまざまな奨学金
制度を設け、大学院での学びを手厚くサポートしています。
奨学金には日本大学全学生を対象とする奨学金制度と所属学
部学生を対象にする奨学金制度があり、また、学外の日本学
生支援機構奨学金や地方公共団体・民間財団の奨学金制度も
利用することができます。募集は案内のあったものを学生課
奨学金関係掲示板（2号館1階学生課前廊下）でお知らせします。

■授業料等学費
本大学および本大学院を卒業した者については、入学金・施
設設備資金は徴収しません。そのため、初年次は国立大学と
同程度の学費になります。
例）博士前期課程入学者　初年次納入金額
東京大学（平成30年4月入学生） 817,800円　
本研究科【生産科学専攻】（本学卒業生） 840,000円※
※校友会・後援会費等40,000円含む

■TA制度
生物資源科学研究科・獣医学研究科には、TA（ティーチング・
アシスタント）制度が設けられています。この制度は、両研究
科の学生が生物資源科学部の指導教員のもとで、授業や実験・
実習などの補助を通して学部教育を手助けするというもの。
TAとなる学生にとっては、学部教育への貢献のみならず、自
分自身の将来にとっても教育研究に携わる際に必要とされる
さまざまな経験を積む良い機会であり、大学院教育ならでは
の制度といえるでしょう。
TAに採用されると、学生手当（博士前期：月額30,000円、博
士後期・博士課程1年次：月額50,000円、博士後期・博士課程
2年次以降：月額60,000円）を支給。
この分を学費に充当した場合、年間30万円以上学費を抑えら
れます。
例）博士前期課程　2年次納入金額
東京大学（平成30年4月入学生） 535,800円　
本研究科【生産科学専攻】（本学卒業生） 490,000円※
（850,000円－TA（30,000円×12カ月）＝490,000円）
※校友会・後援会費等50,000円含む

■日本大学学生生徒等総合保障制度
日本大学では、学生が安心して学生生活を過ごすことができ
るよう独自に企画された「日本大学学生生徒等総合保障制度」
を導入しています。学内での活動中はもちろん、レジャー・
アルバイト・インターンシップ中のケガの補償をはじめ、第
三者への法律上の損害賠償責任や扶養者に万一のことがあっ
た時の学業費用の給付など、幅広く補償する日本大学公認の
制度です。また本学のスケールメリットを活かした団体割引
による割安の保険料で「より安心して」学生生活を過ごせる
よう万全の体制を整えています。

生物資源科学部
後援会奨学金
生物資源科学部
校友会奨学金
生物資源科学部
特別研究生奨学金
日本大学
古田奨学金
日本大学ロバート・F・
ケネディ奨学金
日本大学創立100 周年記念
外国人留学生奨学金

25～30万円
（専攻により異なる）
25～30万円
（専攻により異なる）
授業料相当額
（前期課程は半額）

20万円

20万円

授業料相当額

給付

給付

給付

給付

給付

給付

奨学制度名 金  額 給付・貸与
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“目に見えない菌の世界と向き合った2年間でした”
小川 映瑠香さん ▶ 生物資源生産科学専攻 博士前期課程2年生 

1 定期的に葉を採取するため、キャンパス内の木々には詳しい。写真はジュウガツザクラ。
2 もともと樹木医をめざしていた小川さん。修了後も自然や木々と関わっていくという。
3 研究室では豊かな森林づくりをめざし、森林に生息する微生物の機能解明に取り組んでいる。

2 3

とし、比較分析に取り組んでいま
す。
　もともと自然が好きで、学部生の
頃に樹病の研究をしたいと考え、桜
の葉の研究にたどり着きました。
　実際に研究に取り組んでみると、
個体や時期によって、さまざまな菌
が見つかり、見た目にはわからない
菌の世界にはまり、より深めようと
思い大学院進学を決めました。
　大学院での日々は、研究を軸に生
活がまわっていましたね。「この日
までにこの作業を終わらせる」など
スケジュールを立て、自己管理しな

　桜の葉の中にすむ菌類（葉内生
菌）を研究しています。植物の葉に
生息する菌は、昆虫による食害や病
原菌の感染を防止したり、環境に
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教員から
ヒトコト

太田 祐子
教授

学部、博士前期課程は教員の指導が
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教員から
ヒトコト

松藤 寛
教授
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た楽しい2年間を過ごすことができ
ました。

1

“今までの研究事例を基盤に、未知の研究に挑む面白さ”
藤 佑志郎さん ▶ 生物資源利用科学専攻 博士後期課程3年生 

1 まだまだわからないことの多いゴマ葉。遺伝子レベルから有用成分の分析・解明に取り組む。
2 研究室で得た先輩・後輩との深いつながりが、これからの財産になるという藤さん。
3 発表機会の多い食品分析学研究室。予想しなかった質問に目からウロコが落ちることも。

2 3
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は後期課程が最適の場でした。過去
の研究を調べ、何が、どこまで解明
されているかを見極めた上で、自分
の研究の方向性、独創性を見いだし

　学部時代から一貫してゴマ葉中の
有用成分の探索・解明に挑んできま
した。種子や油は食生活になじみ深
く、関連研究も数多く行われていま
すが、ゴマ葉に関してはまだまだ知ら
れていないことが多いのです。研究
によりゴマの若葉にはアクテオシドと
いうポリフェノールが多く含まれてい
ることがわかってきたところで、その
局在部位や生合成機構を解明するの
が私の大きなテーマです。博士前期
課程までは有用成分の学術的な意味
合いを中心に研究してきましたが、後
期課程では機器を用いて培養細胞を

ていく。そして自分なりの研究方法を
考えていく過程すべてが、研究のモ
チベーションになっています。
　また、予算確保のための書類づく
りや客観的な視点から研究をアピー
ルする学会発表などを通して、自分
の研究をさまざまな視野から見る習慣
が身についたと思います。今後も人に
興味を持ってもらえるような研究に取
り組んでいきたいです。

1

大学院の魅力研究力を深める「大学院」 特集
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大学院の魅力特集

“順序立てた考え方や、より高い問題解決能力が身につきました”
秋山 るしあさん ▶ 応用生命科学専攻 博士前期課程2年生 

1 一度に培養する細菌はシャーレ60個以上。小さなミスが失敗につながるため気が抜けない。
2「毎日コツコツ作業を積み重ねることで、忍耐力が身につきました」と秋山さん。
3「有用微生物とその機能に関する詳しい理解を応用につなげる」のが研究室の基本指針。

2 3

いグループそれぞれに分けて経過を観
察・分析していきます。いつも予測通り
の結果が出るわけではないので、うま
くいかなかった時に「なぜそうなった
か」「次にどうすればいいのか」を考え
る力がとても鍛えられました。自分で蓄
えた知識を用い、考察できるようになっ
たこと、順序立てた物事の考え方や、
より高い問題解決能力を養えたのが、
学部時代から大きく成長した点です。
　また、学会で研究成果を発表した際
には、多くの研究者から専門的な意見
を聞くことができました。研究室で納豆
菌を扱っているのは私だけなので、他

　学部ではほぼ1年半しか研究に時間
をかけられません。私はものづくりに関
わる仕事に就きたいと考えていたため、
そのための技術を身につけるには学部
だけでは不十分と感じ、大学院進学を
決めました。実際、学部時代は授業＋
研究という毎日でしたが、大学院では
自分の研究を最優先にできます。設備
も充実しており、研究に取り組むには最
良の環境で過ごせたと思っています。
　私の研究対象は納豆菌で、納豆の
糸引きが光によって抑制されるメカニズ
ムの解析に取り組んでいます。細菌を
培養し、光を照射するグループ、しな

自由に伸び伸びと研究できるのが大
学院の魅力です。秋山さんは学部時
代から真面目な学生でしたが、計画
を立て、コツコツやり遂げる力が、
大学院で一層磨かれたと思います。
また研究室での雰囲気づくりなどで、
秋山さんらしさが発揮され、感心しま
した。今後の活躍を期待しています。

教員から
ヒトコト

髙野 英晃
准教授

ドローンなど機械の知識とその操作
には定評のある内藤さん。現場に出
てそういった機器を活用している姿
はイキイキそのものです。今後は、
現場で得られた地域のニーズや疑問
を次のアイデアに結びつけて、新し
い環境把握技術を作り出せる研究者
になってほしいと願っています。

教員から
ヒトコト

笹田 勝寛
准教授

の研究者との交流で多くの刺激をいた
だきました。こうした経験を修士論文
の作成に活かせればと考えています。
いつか私の研究が納豆菌の糸引きをコ
ントロールするメカニズムの解明につな
がり、糸引きの度合いを消費者の好み
に合わせられる新商品の開発などに結
びついてくれればうれしいです。支えて
くださった先生方、仲間に感謝してい
ます。

1

“湿原環境を「見える化」し、環境を保全する方法を探る”
内藤 義樹さん ▶ 生物環境科学専攻 博士後期課程1年生 

1 ドローンを活用した3次元での“見える化”を実現し、説明に役立てている。
2 資料づくりでは、文化庁や地方自治体、現地の人々向けのわかりやすさを心がけているという。
3 現在、研究室に院生は内藤さん一人。来年、博士前期課程の院生が入ってくるのが楽しみ。

2 3

どの文化遺産調査に携わっています。
広大な湿原を持つ地域では、ドローン
に搭載したカメラを用いて、空撮で現
地状況を把握しています。それだけで
なく、地形・水質・地質・気象などの属性
情報を追加した3次元モデルとさまざ
まなICTツールを活用して、各フェーズ
間のデータから対象地の現状を“見え
る化”しています。管理に関わる人 と々
現状を共有した上で環境保全システム
のための議論や提案に結びつけていま
す。環境保全といってもさまざまな考え
方があり、単純に「これが正解」とはい
きません。それでも、現地の方 と々足並

　学部時代は農業分野における障が
い者就労について研究しました。その
中では、全国の農業生産法人にアン
ケートやヒアリング調査を行い、受け
入れに関する意識と実態調査にも取
り組みました。大学院で所属している
研究室では、自治体や地域住民の方々
と協力して対象地域の自然環境の実
態を解明し、環境保全のための方策
を探っています。ICT技術を生かし、
研究室の苦労を少しでも軽減したいと
の思いからドローンを活用したリモート
センシングをテーマに設定しました。
　現在は東金成東湿原や玉原湿原な

みをそろえ、今できる最善の方法を探り
出すことにやりがいを感じています。
　大学院には最新の研究課題を究める
のに最適な環境が充実しており、研究に
没頭できるのがうれしいです。学会発表
などの機会も多く、外部からも刺激を受
けながら自分のテーマを追究できます。集
中して研究したい人、新しいことにチャレン
ジしたい人、そして自分を成長させたい人
には、ぜひ大学院進学をお勧めします。

1

研究力を深める「大学院」
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研究力を深める「大学院」
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大学院の魅力特集

“体験を通して生まれた疑問や課題が、研究につながりました”
山野 はるかさん ▶ 生物資源経済学専攻 博士後期課程1年生 

1 学部4年次、3カ月間泊まり込みで牛と豚の同時放牧を実施。その経験から現在の研究へ。
2 研究成果を学会などで発表してきた山野さん。関東畜産学会では3回連続して最優秀賞を受賞している。
3 研究室では、畜産業界の発展に向け、さまざまな角度から研究を進めている（大学院ゼミの様子）。

2 3

の増頭効果はあるものの、餌やりなど
の省力化にはつながっていないこと
を明らかにすることができました。
　さらに研究を進め、現在は和牛経
営の維持・発展と新規就農をいかに
促進するかというテーマに取り組ん
でいます。今、日本の農業を支えてい
るのは高齢者で、先細りは見えてい
ます。ならば今の若者にどう引き継い
でいくか。専門知識はもちろん資金
面・技術面など、さまざまな視点から
問題点を探り、農業現場の改善につ
なげていければと思っています。
　体験を通し、そこから生まれた疑

　学部時代、小林先生の授業で耕作
放棄地を里山に戻す活動に興味を持
ちました。牛と豚の同時放牧ができな
いかと考え、4年次の春に準備を積み
重ね、栃木県で耕作放棄地放牧実験
を開始。仲間2人と一緒に3カ月現地
に泊まり込み､牛と豚の世話に明け暮
れました。その体験から「農家の実
態や放牧に関する考え方を知りたい」
と思い、大学院に進むことを決意しま
した。経済や経営について学んだ上
で、茨城県の和牛繁殖農家約150世帯
を対象にアンケートや聞き取り調査を
したところ、放牧により繁殖和牛

自ら行動し課題に向き合う、学部時
代から山野さんの研究に対する姿勢
は変わりませんが、より現実的・具体
的な視点が加わり、研究の精度も上
がっていると思います。新規就農を希
望していますが、研究を通して新規就
農政策を提示し、国を動かすような道
もぜひ志してほしいと考えています。

教員から
ヒトコト

小林 信一
教授

獣医師はサービス業ですから、社会
人としての人間性が不可欠です。学
部時代から積極的に研究に取り組ん
できた中山さん。一度学外に出たこ
とでより成長し、後輩たちにもいい
刺激を与えてくれています。面倒見
もいいので、できれば将来、後進の
指導にも携わってもらいたいですね。

教員から
ヒトコト

鯉江 洋
教授

問や課題を検証し、実態を理解した
上で解決策を探っていく。一つひと
つの過程に向き合った結果が､私に
とっては大学院での研究でした。そ
していろいろな現実を見たことで、
将来に対する選択肢を増やせたのが
大学院で得た力です。新規就農した
いという思いと現実の間をつなげら
れるよう、これからも研究を進めて
いきたいと思っています。

1

“新しい疾病の仕組みを解明し、救える命を一つでも多く”
中山 駿矢さん ▶ 獣医学専攻 博士課程3年生 

1「臨床では瞬発力が必要」と中山さん。時には現場経験を後輩たちに話すことも。
2 霊長類医科学研究センターの外部研究員として、難治性の心臓病研究に取り組んでいる。
3 学部4年次から学会発表を経験。他の研究者と交流し、多くの刺激を得られたという。

2 3

病の一つひとつを少しでも解明したい
という意欲も強くなりました。何より
教科書を読んで理解したつもりにな
り、頭でっかちになっていたのが、
現場で中和されたかなと思っていま
す。また学外に出たことで卒業生ネッ
トワークも意識するようになりました。
異なる学会で先輩の話を聞くなど、
横のつながりが深いのも日大の魅力だ
と感じています。
　今は研究中心の毎日。大学とつく
ば市にある研究所を行き来しながら
研究を進めています。獣医師として
働いている時も研究員として研究室に

　私が取り組んでいる研究テーマは
難治性の心臓病です。いまだ発症の
仕組みがわからない疾病の基礎研究
に取り組んでいます。
　私は学部卒業後、鯉江先生の勧め
もあり動物病院で臨床に携わりまし
た。2年間さまざまな動物と飼い主の
方に接した経験は、大きなプラスに
なっています。いかに少ない検査で
原因を見極め、短い時間で快癒に導
くか、飼い主の方とどのように接する
かなど、現場でなければわからなかっ
たことも多かったですし、助けられな
かった命と向き合うことで、新しい疾

籍を置かせていただいていたのです
が、大学院生として研究に専念でき
る環境は、楽しく充実していますね。
「獣医師として自分の手でいろいろな
動物たちを助けたい」という思いと、
「新しい疾病を解明して将来多くの動
物の治療に活かしたい」という、二
つの思いを抱えながら、巡り合わせ
に感謝し、今できることに誠心誠意
向き合っていくつもりです。
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研究力を深める「大学院」

写真撮影：卒業生の田村（仙仁）晶さん




